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研究成果の概要（和文）：1980年代以降の現代日本の生命哲学に見られる生命論と，芸術文化のエコロジーの思潮から
，自然観を基軸にした美術教育を構想しようとする研究である。自然環境との関係に見られる造形芸術の内容を，環境
との一体化，個の想像的世界のリアリティー化，環境の芸術化，生活の芸術化，社会的リアリティー化，社会的創造活
動の芸術化の6ステージから検討し，生命をコアとした美術教育の表現内容を位置づけた。

研究成果の概要（英文）：This paper is on the series of the studies which tries to design art education 
based on view of nature. It regards life as a concept of the times, and the scheme is from the life 
theory in philosophy of life after 1980’s contemporary Japan and current idea of ecology in art culture. 
In the previous study, contents of figurative art seen in relation with natural environment were 
considered from the six stages: “become one with environment”, “realize individual imaginative 
world”, “make environment art”, “make life art”, “realize socially”, “make social creative 
activity art”. The author considers direct, comprehensive, integrated, and imaginative function of art 
as a way to form view of nature. We use the six stages as hypothesis in this article, and indicate the 
content of art education. The education contains life as the core, and it is based on the case analyses. 
We examine the contents of expression in the six stages from the specific practice.

研究分野： 美術教育
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１．研究開始当初の背景 
「持続可能な開発のための教育の国際的

動向に関する調査研究」（佐藤真久，2009 年）
によると，ESD においては，グローバルな視
点とともにローカルな視点，及び行動・実践
につながる学びが重視され，文化との関連や
人間の内面的な側面をどのように位置づけ
るかが課題となっている。それは，外界の自
然や生命や人間への見方や感じ方，考え方を
深めるという美術教育のねらいとも精通す
る。外界に対する内面の深まりを育むところ
において今日の美術教育の役割は大きい。 
筆者においては，1992 年より，自然観を主
題に，実践の位置づけとカリキュラム開発の
構築に取り組み，2001 年以降，地域に文化
的な拠点を築きながら，日本・オセアニア・
ヨーロッパでの実践協力においてその展開
と方向を示してきた。美術教育学と自然観と
の関わりでは，「自然観の変容を生み出す造
形活動」（2005）において，美術教育がもた
らす教育効果について示し，2009 年以降，
教育内容の意味づけを試みた。  
 
２．研究の目的 

ESD（持続発展教育）の研究が世界的に進
む中，その展開は今日的課題となっている。
本研究は，その最も中心的な課題となる内発
的な生命観・自然観の構築を主題に，美術教
育の展開と方向を示す。国内と，ヨーロッパ，
オセアニアにおける学校教育の連携から収
集した実践記録及び研究実践において，臨床
的に造形活動の機能を明らかにし，その活動
のプロセスにある生命観・自然観の変容を示
し，日本文化的，ポストモダン的な生命観・
自然観をコアとした美術教育について，６つ
の段階から構想し，文化的領域の形成とその
実践内容を意味づける。 
 
３．研究の方法 
これまでの拙論と先行文献から生命論を

基軸とした美術教育を構想し，まず，実践事
例の活動のプロセスを臨床的に分析し，自然
観の変容を生み出す造形行為の機能につい
て明らかにする。 
次に，実践事例の活動の事前と事後の表現

内容の比較調査から，造形活動をとおしてあ
らわれる自然観の変容を示し，内容を分類す
る。 
そして，国内と海外において協力を得た実

践事例と収集した実践資料の分析から，その
造形活動を６つの段階に分類し，カリキュラ
ムを再構想する。 
そしてさらに，その 6 段階の実践の展開を分
析し，文化的領域の形成について課題を検討
し，自然観の構築を基軸とした美術教育の展
開と方向を示す。 
 
４．研究成果 
(1)生命主義的自然観を基軸とした美術教育
の構想 

①生命主義的自然観とその背景 
ここで扱う生命主義とは，包括的，統合的

なものでありながら，関係的な作用からその
見方や感じ方を広げ深めようとするもので
あり，一連の全研究で述べている「生命主義
的自然観」とはその考えに立った造語である。 
その自然観は，生命体の全て，人間の生活

や生命活動の全てとのつながりを対象に，生
命を中心にした環境との関係に生まれる見
方や感じ方である。この基となる理論は，
1980 年以降の現代日本の生命哲学の生命論
と，デューイの経験的自然主義である。ポス
トモダンの日本における生命主義は，文化論
を基盤にもち，生命を中心にした包括的，統
合的なものでありながら，相互的，連続的，
円環的，状況的なところに環境との関係をみ
ようとするものがある。近代主義，機械主義
への批判としてポストモダンの時代を背景
に生まれているが，その特徴は自然との一体
化やつながりの中に関係をみるだけでなく，
日本文化論的な要素といのち観を中心とし
た生活との関係からその見方や感じ方が捉
えられている。 
そして，本稿が基軸とする生命主義的自然

観を芸術活動として教育において展開して
いくために包括性や統合性といった質的な
要素と，関係を重視する自然主義とを融合さ
せる論理が必要となる。その考えを支えるも
のとして，デューイの自然主義の考えに注目
した。 
②生命主義的自然観を具体化する芸術の内
容 

1980 年代以降の現代日本生命論が自然観
と関わる造形芸術の中でどのように捉えら
れてきたのかを考察した。 
まず，有機体全ての関連性の中で環境との

関わりを見ようとする自然概念の変容が，芸
術文化のエコロジーとしての方向を示そう
としている。また，20 世紀後半以降の近代主
義への批判を伴う現代美術の動向は，生活世
界との同一化や社会的な創造活動として一
つの展開を見せてきた。特に，20 世紀後半以
後の日本の現代美術において，環境との関係
性や行為性，身体性にみる展開は同時代の生
命哲学と共通した与件を見ることができる。
そのような質と関係の融合はその生命論と
共通する。 
さらに，現代社会と対峙する現代芸術の動

向に目を向けてみると，社会的なリアリティ
ーやクリティカルな表現へとその芸術は展
開する。例えば，環境問題を背景にした世界
観を想像力において，リアリティーのある風
景やクリティカルな世界を創造しようとす
る展開は，人間の本質と向き合わなければ生
命の本質は見えてはこないという指摘とも
共通する。また，コラボレーションに見られ
る感覚の共有や，コミュニケーションにおけ
る媒体としての造形芸術の解釈は，環境との
関係性において社会的な創造を広げようと
している。そこに展開する芸術活動は，共有



する文化的領域を社会において拡大させて
いく。このような展開は社会的創造活動それ
自体を芸術活動と見ようとする芸術観へと
展開している。 
以上の前研究を基に，本稿では，下記の 6

ステージを仮説として設定し，生命主義的自
然観を軸として展開する造形芸術の内容を
実践事例から位置づけていった。 
＜自然環境との関係に見られる造形芸術の
内容＞ 

A：環境との一体化 
B：個の想像的世界のリアリティー化 
C：環境の芸術化 
D：生活の芸術化 
E：社会的リアリティー化 
F：社会的創造活動の芸術化 

③生命主義的自然観を具体化する芸術の働
き 
さらに，その教育を具体的にしていく中で

造形芸術の役割を支え補強する理論として，
デューイの経験論に着目した。そこでは，そ
の教育の核に芸術という直接的，包括的，想
像的，美的な経験を位置づけることによって
生成される見方や感じ方の深まりは自然観
を構築させ，知がその過程で統合されていく
ことを考察した。その働きは下記のとおりで
ある。 
＜自然環境との関係に見られる造形芸術の
働き＞ 
・ 事物との関係を活性化する直接的機能 
・自然との統一的状況を生成する包括的機 
能 
・環境との共有を創造するコミュニケーショ
ンの道具的，完結的機能 
・コンテクストと表現を結び付ける統合的機
能 
・表現活動の美的経験の過程に見られる思考
的機能 
・相互作用において意味を生成する想像的機
能 
(2)表現内容の位置づけ 
①環境との一体化 
事物との身体を通した直接的な作用の中

で外界との一体感を知覚しながら自然観・生
命観を生成していく段階である。 
共通感覚論を根拠にした幼児の絵画表現

の事例では，絵具と身体との関係において
「描く行為」から考察した。園庭に絵具と紙
を用意すると，子どもの行為は，「指に絵具
をつける」，「身体に絵具をつける」という行
為をきっかけに，紙や身の周りのものへと広
がっていった。視覚で捉えた絵具が触覚でも
捉えられることによって，身体に描いたり，
手や足や身体そのもので紙にスタンプした
り，他人の身体に絵具を塗ったりと，子ども
の身体は道具となり，表現媒体となり，支持
体となっていく。ここに見られる自分の身体
に自分が絵具を塗るという内と外が造形行
為において融合する事例は，泥遊びの事例に
おいても見られた。子どもは，造形行為をと

おし環境と一体化した状況を生み出す中で
自分の存在を鮮明にしている。その過程にお
いて，造形行為は，環境と子ども，外と内の
両場をつなぐ包括的，統合的機能として役割
を担っている。 
このように身体をとおして生まれる行為

の過程を見てみると，初期の段階では，身体
によって外界を確認しようとする行為が表
われ，次に事物との関係において造形行為が
表われるが，特に，自然物との関わりは有効
であることが考えられる。それらの事例では，
多様な感触や造形要素との出会いの豊かさ
を保障する自然物は，自発的で原初的な造形
行為を生み出している。 
②個の想像的世界のリアリティー化 
事物との直接的な関わりから造形行為が

発生し，次第にイメージが生成されていく。  
砂場の事例では，穴を掘る，砂を積むとい

う行為から，やがて湖や山や道ができ街が出
来上がっていく。しかし，子どもたちは砂場
に来ると直ぐにイメージを形に表わそうと
するのではなく，砂に手を入れたり穴を掘っ
たりと砂と戯れ，その過程を経て，イメージ
を伴う造形行為へと発展する。 

 描く行為においてもその内容は同様に展
開した。そこで見られた内容を大別すると，
「命を持つそのものの形が共感的に描かれ
ている」「自然と自分の関わりが物語的に描
かれている」「自然と自分が一体化した風景
として描かれている」という特徴が見られる。 
その内容は，まず自然と人間との関係が共感
的に表現されている。命のあるものと自分を
結びつけ具体的な意味づけで描写しながら，
命のあるものと自分の存在を共感的に表現
しようとしているところが共通している。次
に，象徴的に生命を形で表現するばかりでな
く，表現主義の絵画に見られるような自発的
で自動的で即効的な生命力を伴う表現を幼
児の線に見ることができる。 
これらの表現内容に共通するところは，個

人の中に生成される自然へのイメージや風
景を個人の想像的世界として形象化する内
容である。そしてそれらの表現内容の背景に
共通しているものは生活とのつながりであ
る。 
これらの実践では，生活を基盤にしながら

子どもたちは個々の物語を生成し，生活と表
現は結合し表現は学びのプロセスとして理
解され展開している。 
③環境の芸術化 
事物との直接的な関係から生まれる造形

は，さらに周りの環境を巻き込みその環境そ
のものが芸術となり，その造形作品が環境と
なっていく。このような環境世界の同一化に
見られる展開は，芸術と自然環境との関わり
を深め，包括的な関係をつくりだしコスモロ
ジーへの回帰を生み出していく。この過程に
おいて，芸術は自然環境との共有を創造し，
環境との統一的で包括的な状況を生成して
いる。これらの事例に共通するところは，環



境と作品の関係が，境界の無い融合しつなが
った包括的な世界で捉えられている点にあ
る。 
④生活の芸術化 
環境の芸術化は，さらに，衣食住を含む生

命活動全体の中で生活と芸術の同一化を生
み出していく。 

3 日間，1 軒の古民家を拠点に非日常な山
中で宿泊をし，衣食住を共にしながら生活を
つくりだしていくというアートキャンプの
事例では，子どもたちが自発的に環境と関わ
ることのできる時間と場所を保障すること
によって，子どもたちは川や森の中で遊び，
その場所に造形物をつくりだし，居場所をつ
くるように隠れ家をつくり，その場所を自然
物で飾っていった。そこでは，その空間や時
間も，生活の過程そのものが芸術と捉えられ
る。 
上の事例は，自然との関係の中で衣食住を

とおし，いのちへの見方や感じ方を深めよう
とした事例でもある。このような生命活動と
芸術の同一化は，この事例のように非日常な
生活の中での試みだけでなく，普段の園や学
校生活の中でも見ることができる。例えば，
身の周りの草花で草木染めをし，足元にある
土を使い陶芸で生活器をつくり，近くの自然
で拾った自然物でランプシェードをつくり，
育てた稲の藁でリースをつくり，子どもたち
の過ごす教室や保育室を生活空間と捉えて
いくことによってその可能性は広がる。 
⑤社会的リアリティー化 
子どもたちが背景にある社会的な事実を

リアルに認識したとき，その風景（イメージ）
は想像力によって新たな風景（イメージ）を
生み出し，非現実的現実な世界や，メッセー
ジとしての表現，クリティカルな表現へと展
開する。 
東京都心の小学生の事例では，描かれてい

る風景は子どもたちが暮らす街を対象にし
ているが，その内容は想像力によって未来の
温暖化の都市の姿がクリティカルに描かれ
ている。これらの事例に見るように社会のリ
アリティーを捉えていくものは想像力であ
り，現実の世界を直視し，現実を超えた世界
を思考できるリアリズムが求められる。 

 プラハ市の事例では，第二次世界大戦中
に使用されたナチスの収容所の一室に，今の
子どもたちが「いのちのイメージ」を描いた
作品を置き，その映像をネット配信し，制作
した日本とチェコの子どもたちがその映像
を鑑賞したものである。過去の歴史を直視し，
子どもたちは過去と現在を造形においてつ
なげていった。また，木曽三川の千本松原で
の実践では，その美しい風景の木々の下には
歴史の犠牲者となった方々の遺体が埋めら
れている事実を子どもたちは社会科で学び，
そして図画工作科において表現していった。
これらの実践では，子どもたちはリアリティ
ーを基に過去と現代をつなぎながら想像的
世界を生み出している。 

⑥社会的創造活動の芸術化 
学校や国境の枠を超えて社会を創造しよ

うとする営みが展開している。このような社
会的創造活動そのものを芸術活動と捉えよ
うとするヨゼフ・ボイス(Joseph Beuys)の芸
術概念が，芸術教育の可能性を広げる。この
考えは，④の生活そのものを芸術と捉えよう
とする教育活動にも共通する。また，⑤の事
例では，いのち観を主題に，国境を超えて子
どもたちの絵画が行き来し，「終わりのない
絵」として絵がつながり続けている。このよ
うなコラボレーションの実践では，共同体が
造形をとおして文化的領域を拡張させ，いの
ち観の共有と創造を繰り返していく。 
(3)まとめ 
６ステージの内容は，必ずしも順序立った

ものではなく重なり合っている。事物との直
接的な関係に始まる行為は外界との融合を
生み出し，環境の芸術化によって環境全体は
包括され，芸術の生活化によって芸術活動と
生活は一体化されていく。また，個の想像的
世界は，環境との関わりにおいて包括的な一
体感や共感を生み出し，生活を基盤に個の内
に物語を生成し，いのち観が状況や関係性や
社会的なリアリティーとの関わりにおいて
生成されていく。そして創造的社会活動とい
う芸術の概念が共同体を拡張させ教育の可
能性を広げている。それらの過程において芸
術は直接的，包括的，統合的，想像的な機能
として作用することが考えられる。その芸術
の働きと表現内容との関係につての検証は
今後の課題としたい。 
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